
蛋
白
の
自
給
に
向
け
て

～
マ
メ
科
牧
草
の
活
用
で

栄
養
価
を
改
善
し
よ
う
～

乳
牛
改
良
が
進
む
中
、
一
頭
当
た
り

乳
量
は
徐
々
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
牧
草
の
栄
養
価
は
、
向
上

し
て
い
な
い
の
が
実
態
で
す
。

最
近
の
飼
料
分
析
値
か
ら
、
イ
ネ
科

主
体
の
一
番
草
は
、
粗
繊
維
含
量
が
高

く
粗
蛋
白
質
が
一
〇
％
以
下
の
低
い
サ

ン
プ
ル
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

Ａ
地
区
で
実
施
し
た
植
生
調
査
（
図

一
）
か
ら
は
、
雑
草
が
多
く
、
マ
メ
科

牧
草
は
一
〇
％
程
度
と
少
な
い
実
態
が

分
か
り
ま
す
。
乳
牛
の
栄
養
を
補
う
た

め
に
良
質
の
蛋
白
質
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
含

む
マ
メ
科
牧
草
（
表
一
）
を
見
直
し
て

見
ま
せ
ん
か
？
。

図１ Ａ地区植生調査結果

マ
メ
科
牧
草
の
種
類
と
特
徴

●
赤
ク
ロ
ー
バ

・
越
冬
性
に
優
れ
、
土
壌
環
境
を
選
ば

ず
に
栽
培
で
き
嗜
好
性
に
優
れ
ま
す

(

写
真
一
）
。

・
永
続
性
は
短
く
三
～
四
年
程
度
で
、

利
用
年
限
が
短
い
の
が
欠
点
で
す
。

ま
た
、
一
番
草
刈
り
後
の
再
生
力
が

チ
モ
シ
ー
よ
り
も
旺
盛
で
、
気
象
条
件

等
に
よ
っ
て
は
チ
モ
シ
ー
を
抑
圧
し
、

優
占
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。写真１ 赤クローバ品種展示ほ

表１ 草種毎の成分の違い

●
白
ク
ロ
ー
バ

・
多
少
の
不
良
環
境
で
も
生
育
し
や
す

い
た
め
、
北
海
道
に
お
い
て
最
も
多
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
白
ク
ロ
ー
バ
は

採
草
、
放
牧
と
用
途
が
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す(

写
真
二
）
。

・
シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
の
茎
は
地
面
に
接
し

て
伸
び
る
ラ
ン
ナ
ー
で
広
が
り
ま
す
。

草
地
に
で
き
る
裸
地
を
う
め
て
雑
草

の
侵
入
を
防
ぐ
効
果
も
あ
り
ま
す
。

●
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ

・
近
年
土
壌
凍
結
に
強
い
品
種
が
出

た
こ
と
か
ら
栽
培
面
積
も
増
加
し
て
い

ま
す
。
ア
ル
カ
リ
性
の
や
や
乾
燥
し
た

土
壌
を
好
み
、
直
根
で
土
壌
深
く
ま
で

根
が
入
り
物
理
性
の
改
善
が
期
待
で
き

ま
す
。
ま
た
、
干
ば
つ
に
強
い
の
で
播

種
量
が
多
い
と
チ
モ
シ
ー
を
抑
圧
す
る

こ
と
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す(

写

真
三
）
。

写真２ 白クローバ品種展示ほ

●
ガ
レ
ガ

・
発
芽
定
着
が
難
し
い
草
種
で
す
が
、

地
下
茎
で
増
え
、
永
続
性
他
、
多
く
の

魅
力
あ
る
特
性
を
備
え
て
い
る
。
栄
養

価
の
低
下
が
緩
慢
で
倒
伏
し
に
く
い
な

ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
（
写
真
四
）
。

最
後
に草

種
の
特
徴
を
理
解
し
、
更
新
や

追
播
に
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

(

平
成
二
十
七
年
十
二
月
作
成)

写真３ 注目されるアルファルファ
写真４ ガレガの開花の様子

釧路農業改良普及センター 釧路中西部支所


